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 去る 25日（土）に PTA資源回収が行われました。肌寒い日でしたが、 

各家庭・町内からの回収作業、トレセン前での分別作業とたくさんの保護 

者の皆さんが参加しておられました。大変お疲れ様でした。 

 さて、先週後半は一部の学年でインフルエンザ 

の感染が見られました。全校的な流行とはなって 

いないものの、コロナとはちがう感染力の速さを 

実感しました。今週末 3日（金）の、子供たちが 

皆楽しみにしている「6年生を送る会」が予定ど 

おり全校で集まって開催できるよう、もうしばら 

くは注意して過ごしていきたいと考えています。 

  

第 2回学校評議員会を行いました 
22日（水）の午後、第 2回学校評議員会を行いました。学校側からは、徳やさしく・知かしこく・体

たくましくのアクションプランの年度末評価（2月 7日発行の学校だよ 

り「荻の里」参照）を中心に報告し、評議員の皆様から広くご意見をい 

ただきました。ありがとうございました。 

＜主なご意見と話し合われた内容＞ 

・帰宅後の子どもたちの過ごし方が気になる。ゲームばかりで子供同士の触れ 

合いの時間が少ないのではないか。 

・現代の生活ではスマホやタブレットをなくすことはできない。上手く活用で 

きる場合もある。時間を決めるなど、バランスが大事だと思う。 

・朝の校門や公民館行事等で出会う子供の挨拶の声が元気でとてもうれしい。 

・コロナの影響か、運動能力の低下が気になる。保育所でもすぐに転んだり、体幹が弱いのではと感じたりするけが

が多い。保護者の協力を得ながら、いろいろな運動の機会を増やすことが大切だろう。 

・先日のスキー学習会では、日頃スキーに親しんでいない子も多いようだったが、終わる頃には皆大満足の様子だっ

たのでよかった。初めてのことでも思い切って挑戦することが大事だし、そうできる子供であってほしい。 

・コロナへの対応も変化してきているので、来年度からは保育所と小学校の交流を再開していきたい。 

・学校前の通学路に防犯カメラを設置した。防犯カメラが抑止力となるように周知を図り、犯罪を未然に防ぎたい。 
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ぽかぽか言葉の大作戦！ 家族ぐるみでの取組ありがとうございました 
 2月前半の「ぽかぽか家族大作戦」の取組、ありがとうございました。どのご家庭 

からも、すてきなコメントをいただきました。 ※（ ）内は子供の学年 

・意識してぽかぽか言葉を使いました。心に余裕がないと自分自身ちくちく言葉やとげ 

とげした態度になりがちで、反省だなと思いました。（1 年） 

・当たり前に生活する中でも感謝する気持ちを忘れないようにしたいと思います。（2 年） 

・言い方を変えるだけでお互い優しい気持ちになりました。（3 年） 

・家族で療養中だったのでお互いにぽかぽか言葉で気遣うことが多かったです。（4 年） 

・子供がやる気を出せるよう見守ったり、励ましの言葉をかけたりを心がけました。この 

 取組が意識付けになりました。（5 年） 

・もうすぐ中学生なので自主性を大切にしたいと思いつつ、つい「早く○○してー！」と 

言ってしまい反省です。家族内でのあいさつがよくできるようになったのはうれしい変化です。（6 年） 

シリーズ「教室におじゃまします」 2/27(月)4年音楽科の巻 

 ５つの音を使って２人で旋律（メロディー）をつくる学習の、この日は発表の 

時間でした。教科書をアレンジしたワークシートに書き込むことで簡単につくり 

やすく工夫されていましたが、リコーダーで吹いて確かめ、 

発表しなくてはならないので、リコーダーの基本的な技能 

も必要でした。近い席の子同士のペアで早速練習を始めま 

した。その真剣なこと！ しかも皆リコーダーが上手です。 

 平野先生は、ただ８小節分の旋律をつくるのではな 

く、「どんな感じをだすために」「どんな工夫をした 

のか」にこだわって、それぞれのペアに問い続けまし 

た。それに応えて子供たちはよく考え、手直しをし、 

練習をしました。そうして、「盛り上がる感じを出す 

ために、高い音で始まって高い音で終わる」「人がこ 

けた様子を表すために、最後の音だけ高くする」など、 

自分たちのつくった旋律の音楽的なポイントを意識するようになっていきま 

した。これはなかなか高度な学習をしているなあと感心しました。 

 ペアごとの発表はそれぞれの座席で行 

いましたが、皆発表ペアの方をしっかり 

向いて音楽を聴き、聴き終わると拍手を 

し、率直に感想を述べ合っていました。 

手応えのある学習を通して子供たちがよ 

く成長していると感じました。 

おまけの＜ひとりごと＞ 資源回収当日は、回収場所であるトレセン前で、数名の保護者の皆さんと少しだけですがお話ができま
した。おしゃべりな私にとってはそれも楽しみのうちです。この日、お子さんの名前と保護者の方のお顔が新たに一致した方も
数名いました。やはり保護者の方とは、子供の具体的なエピソードでいろいろとお話ができるとうれしいですね。校長室だより
のことを話題に話しかけてこられる方もいました。感謝、感謝です。実は先週はプライベートでいろいろ立て込んでおり、校長室
だよりを出せずじまいでした。「楽しみにしています」の声を励みに、また今週からよろしくお願いいたします。 
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